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1 は じ め に

昭和62年の東北地方の稲作は各地で,1状がみられた。そ

こで毎年はぼ同一設計で栽培している堆肥連用試験から最

近 5か年 (昭和58～ 62年 )における水稲の生育と気象の変

動を調査し,水稲の体質と倒駄との関係について考察した。

2試 験 方 法

調査した堆肥連用試験の耕種概要は次のとおりである。

(J試験開始 昭和43年
12)試験区の構成 堆肥無施用区, lt,2`,3t,4
ι区の 5区 (いずれも10α 当たり施用量 )。 堆肥の材

料は稲わら(完熟堆肥 )。

13)施 肥 量 各区ともN,P205,K20各 8″ /10α ,

基肥施用

14)品  種 キヨニシキ (畑苗 )
6麟種概要 毎年 5月 20日前後移植 ,栽植密度227株 /
″, 1株 3本植え

3 試験結果及 び考察

に,昭和58～ 62年における気象の推移と水稲の生育経過

図に示すように,昭和58年は 6月 の初旬から低温で堆移

し,そ勧 漁1復 しないまま 8月 初旬 (出穂期 )ま で続いた。

この年の水稲は短繹多けつ型となった。昭和59年は,58年

と対照的に 5月 の中旬から8月 まで高温で推移し,水稲は

稗が長く,また 8～ 9月 の雨や風の影響をうけて著しく倒

伏した。昭和ω年は 5月 ,6月 には58年と似た傾向を示し,

表1 倒伏程度 ,拝長及び収量

5月      6月
'月
    8月

図 各年次の平均気温 (半句 )の 5か年平均
(昭 58～ 62年 )と の格差 (大曲 )

試験 区
堆  肥
(t/10a)

倒 伏程 度
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稗 (cm)長 収  量 (り /10a)
58    59   60 61 58  59  60  61 62年 58     59    60     61    62■ F

0

1

2

3

4

0

0

0

1

2

0

1

2

3

3

0

0

0

1

2

0

0

0

1

2

0

2

3

3

3

71 2  749  704  ,1 7   75 2

73 3  79 5  72 8   698   75 8

75 0  81 1  75 9   74'   77 7

769   836  79 4  72 9   81 5

80 0  88 8  849   80 8   84 2

581    591   466    489   550

668    612   634    559   591

688   630  671    60'   634

682   623   67,    621   681

697   618   716    642   664

*:4段階で表示 0;倒 伏無 し 3;完 全倒伏
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やや低温であったが,それ以降は回復し,平年並み ,あ る

いは高温 (7月 下旬～8月 )で推移した。稗長は58年より

も長かったが倒伏するまでには至らなかった。61年は58年

と似た傾向を示し,6月 の初旬 ,下旬を除いてはぼ全期間

低温で推移した。このため,水稲は短澤多けつとなった。

62年は 6月 の初～中旬が高温で推移し,梅雨明けは著しく

遅れ(8月 9日 ),日 照不足になり,ま た 8月 中: ド旬に

は雨量が多く,水稲の倒伏を助長した。

②程長

稗長は,倒伏の著しかった
"年
が各試験区とも特に長い

傾向があり,同 じように傾伏がみられた62年よりも,無施

用区を除いて長かった。これが倒伏が生じた大きな要因と

なっていると推定される。また ,62年 も,61年に次いて長

く.58年 ,60年 ,61年よりも倒伏しやすかったと考えられる。

表2 -穂籾数,登熟歩合,及び一茎当たりの茎葉重/稗長

試験区
IIE 肥

(t/10a)

― 穂 籾 数 登 熟 歩 合
(%)

一茎当たりの茎葉重/棉長
(麟ら/m)

60  61 62年 59 60  61 62年 60  61 62年

0

1

2

3

4

648  742  74 7  670  66 1

698  867  734  81 0  874

699  91 1  764  840  31 9

770  85 7  786  83 0  822

792  904  85 5  83 0  85 6

95 2  923  84 8  85 2   92 1

87 5  76 4  91 9  75 0  7' 7

846  80 4  86 1  77 6   79 4

7'7  70 1  80 0  816   87 4

74 7  70 0  80 0  74 9   80 6

25 1   23 5  30 1  28 0   25 2

24 7  22 6   26 9  29 0   25 6

22 9  23 7  23 7  258   22 3

20 5  21 8   21 9  29 1   19 9

226  20 8  22 0  21 5   19 7

e)一穂籾数,登熟歩合

一穂籾数は,59年で最も多い傾向にあり,次いで62年は

61年とはぼ同数で,58年 ,60年よりもすべての区で多かっ

た。次に登熟歩合は,59年は58,60,61年 に比べて同じか ,
あるいは低めであったのに対し,62年は特に3,4`区で
局かった(表 1)。 このことから穂の重さについてみると,

59年は穂の重いことが,稗長の長いことの補助的な要因と

して,倒伏を助長したものと考えられる。一方 ,62年につ

いては,一穂靭数が多く,登熟歩合が高かったために穂重
が重くなり,倒伏助長の一因となったものと考えられる。
に)出穂醐における一茎葉重 /稗長

表 2に示すように倒伏の著しかった59,60年 には一茎当

たりの茎葉重/稗長は小さい傾向にあった。59年 と62年を

比べると, 1,区を除いて ,62年の方が59年よりも低いか ,

同じ傾向にあった。また,62年の堆肥 3,4`区が特に低
い傾向にあった。このことは茎の充実度が低いことを示す

ものであり,これが倒伏を助長したと考えられ,一方 ,59

年は稗長が長いことが ,よ り倒伏に作用していると考えら

オπる。

(5)収嵯言

表 1の収量をみると,59年は低い傾向にあるが ,62年は

他の年に比べて極端に下がらなかった。特に62年は61年と

比べてすべての区で収量を上回っており,倒伏による減収

はあまりなかったと考えられる。これは倒伏が生育後期 8

月末～ 9月 L旬に発生し,穂重がかなり増加した後の倒伏

であったためと推察される。

以上から倒伏の著しかった59年 ,及び62年の堆肥施用試

験における水稲の生育の特徴を考えると,59年は倒伏の原

因としてまず,稗長が長いこと,一穂靭数が多いこと,及

び過繁茂であったことなどが考えられる。このような素質

の水稲に対し,8月下旬～ 9月 上旬に雨や台風という気象

条件が加わり,倒伏が生 じたものと考えられる。一方 ,62

年の特徴としては,倒伏しても,あまり減収しなかったこ

とがあげられる。これは秤長が比較的長かったこと,また

出穂期における一茎当たりの茎葉重/稗長が他の年と比べ

て低めであったこと,つまり茎の充実度が低かったことに

加えて,一穂籾数が多く,登熟歩合の高いことが示すよう

に,穂が登熟後期に重くなったことも影響していると考え

られる。すなわち,倒伏は 8月 中旬から下旬にかけて断続

的に降りつづいた雨の影響が大きいと考えられ,こ の時期

にはある程度の登熟が進んでいたため収量への影響が少な

かったものと推察される。また,ful伏が堆肥 3, 4`区で

わずかに見られたのみであった58,60,61年 の水稲の特徴

として,その 3か年とも稗長が比較的短かい傾向があった。

そのほかの特徴として,58年は,特に堆肥無施用, lt,
2`区で登熟歩合が高かったが,全区で一穂籾数が少なかっ

た。60年は登熟歩合が lι , 2ι 区で高く,一穂籾数は58

年よりも多かったが,一茎当たりの茎葉重/稗長が高めで

あった。61年は一茎当たりの茎葉重/稗長が高く,特に 1

ι, 2`, 3ι 区で高かった。
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